
平成23年度夏の節電対策 
財務局 今夏の節電対策の概要 

今夏のピーク電力と外気温の推移 

今夏及び昨夏ピーク時の電力内訳比較 

今夏及び昨夏のピーク日時間別の電力推移 

 昨夏ピーク電力11,100kWの25%削減値（8,325kW）を上限
に節電実施 

 実施期間：7月1日（金）~9月9日（金） 9:00～20:00 
  （使用制限令の制限期間と同じ） 

 節電対策メニュー 
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空調設備  執務室設定温度（28℃設定の維持） 

 ロビー等、一部区域の停止 

 送風量の抑制 

（追加） 

 冷水流量の抑制 

 CO2濃度上限値の緩和 

 地域冷暖房センターの利用（非常系冷水） 

照明  窓際・出入口消灯、廊下3/4以上消灯 

 執務室照明の1/2消灯  

昇降機  エレベーターの1/2休止 

 エスカレータの全面休止 

その他  OA機器の省エネ対策 

 給湯器の全面休止 

 自販機の全面休止 

ピーク時間帯のシフト 
※休憩時照明消灯率向上 

※室温上昇の抑制 

設備停止 

使用抑制 

間引点灯 

休憩時消灯 

時間別 

台数抑制 

設備停止 

設定緩和 

削減の寄与率 

OA機器 

ズレ起動 

節約料金（H22-H23） 

 電気料金： 33,818千円 

 冷水料金：      648千円 

      合計：34,466千円 
※東京電力速報値 
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概ね気温と比例 
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7月 8月 9月 

電気料金 昨夏 62,900千円 64,952千円 61,223千円 

今夏 49,928千円 53,437千円 51,891千円 

地域冷暖
房料金 

昨夏 63,592千円 71,245千円 64,898千円 

今夏 60,952千円 67,103千円 71,031千円 
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資料２ 


